




































































第３章　事業の現状分析・評価と課題の抽出

３）組織体制について

◇現在は水道事業管理者の下、業務課、工務課及び簡易水道課の３課に８つの係の業務組織体制

となっています。

◇行政改革の中で職員数が削減され、企業会計上、10年間で10名が減員となりました。しかし、

市町村合併後、管理区域が簡易水道区域も含めて非常に広範囲で施設数も多くなったことから、

維持管理に大きな労力を要しています。このような状況の中、業務の一部を民間委託化するなど

の対策を講じています。

４）給水サービスについて

◇田辺市の水はおいしいとの声が多く、蛇口の水を飲む人の割合が比較的高くなっていますが、

地域によっては水温が高い、濁りが発生するなどといった声もあります。

◇また、核家族化の進行に伴って使用水量が基本水量に満たない使用者が増えていること等を踏

まえて、料金体系の改定や、コンビニやクレジットカード等支払い方法の多様化などについても

検討を進める必要があります。

５）災害対策について

◇上水道は昭和14年の給水開始から70年を経過し、主要施設・管路の多くは高度成長期に建設さ

れ、現在で30～50年を経過しています。

◇これらの施設・管路の中には、耐震性が低いと考えられるものもあることから、耐震診断等に

基づき、優先的に基幹施設の耐震化（配水池耐震化率：21.5％）、基幹管路への耐震管の使用（

基幹管路耐震化率：29％）を進めています。

◇災害時における水量確保のため、主要配水池のいくつかに緊急遮断弁を設置しています。

◇災害時の施設稼動用として、小泉浄水場に自家発電設備を設置していますが、他では未設置施

設が多い状況です。

◇水道部独自の災害対策マニュアルがないことから、早期の策定が望まれています。
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